
高槻高校（新卒）

前田 浩和

防衛医科大学校医学科

防衛医科大学校医学科

〇入隊・入校の動機は？

防衛医科大学校の存在は高３の夏に塾の先生に紹介されて初めて知りました。もともと私は地元の国立大学
の医学部を志望していたのですが、防衛医大の面接の対策をしていく中で他の医学部は一線を画す将来像を
想像することができ「医師でありかつ幹部自衛官であるって、メッチャカッコエエやん」と思ったのがきっかけです。
より理想的には、私はこの学校でなら、集団生活を通じて規律ある態度及び責任感を持った優れた人格を持つ
医師になれると感じたのです。

〇近況は？（自衛隊生活、休日の過ごし方、最近のエピソード等）

私は合気道部に所属しており、平日は毎日部活動に励んでいます。高校生の頃は文化部に所属しており、体力
面に不安がありましたが、今では毎日の部活を楽しみにしています。

今では生活にも慣れ、平日は勉強や体力錬成に励み休日は友人や先輩と外出し、学生手当が支給されているた
め高校時代とは異なる時間を過ごしています。私は毎週末の外食が大好きです。

〇入校・入隊して感じたことは？

入隊する前は、防衛省の機関であることからイカツい人が多いのではないかと心配していましたが、入校してみる
と同期の中にも多く私と同じよういにもともと医師をめざしており運動が苦手な人もおり「医科大学」としての面が強く
安心しました。一方で定期訓練等の「自衛隊」の面もこれまでの人生では考えられない貴重な場面が多くとても興味
深く積極的に行動できるように努めています。

〇母校の方々へのメッセージ

後輩のみなさんへ私がそうであったようにみなさんも、いつ、どこで、それまで自分が想像していた未来と異なるよ
うになるか分かりませんし、その先がどうなっているのかも分かりませんが少なくとも防衛医大の受験が自分の将来
を見つめ直す機会になることは、間違いありません少しでも興味があれば受験してみてください。入校した暁にはこ
こでしか味わえない充実した学生生活を送れることは間違いありません。

「メッチャカッコエエやん」


